
発行年

2022

2019

2019

2019

2018

2013

2010

2009

1995

1991

1980

著者　･　発行者

三重県雇用経済部中小企業サービス振興課/発行みえセレクション　2021（パンフレット）

むすび　０２ 日本食文化会議

三重県の伝統産業 三重県フィールド研究会/編 三重県良書出版会

三重県食文化事典 大川 吉崇/著 創英社

講談社/編 講談社

NAGI 　39号 月兎舎

酒菜好日 月兎舎

みえづくし 三重県産業支援センター

東海ご当地スーパー珠玉の日常食 菅原 佳己/著 ぴあ株式会社中部支社

発酵野郎！ 鈴木 成宗/著 新潮社

四日市市立図書館　地域資料室　プチ展示 2022年9月6日（火）～11月6日（日）

タイトル

日本の名酒事典

三重の物産 三重県物産振興会/編

裏面へつづく➡

三重県には、おいしいお酒がたくさん。

今回は、そんな三重のお酒に関する本を集めました。

ぜひ、地域資料からも「お酒」を楽しんでください。

◆歴史いろいろ

三重県のお酒にはどんなものがあるのでしょう◆三重のお酒いろいろ

酒いろいろ

●酒造りのこと 酒はどのように造られてきた？水との関係は？

『四日市市史 第5巻 資料編 民俗』 四日市市/編集・発行，１９９５

『新編 楠町史』 四日市市楠総合支所/編集・発行，2005

『川島町の民俗』 四日市市/編集・発行，１９９１

●酒は、江戸から明治期にはどのように運ばれた？ 廻船問屋の記録や酒票から分かることとは？

『三重県史 通史編 近世２』 三重県 /編集・発行，2020

『知多半島の歴史と現在 21』 日本福祉大学知多半島総合研究所/編集・発行，2017

『酒票の美』 筆の里振興事業団/編集・発行，2021

●建物にも歴史あり 古くから続く酒蔵だからこそ、歴史的な建物がそのまま残っている所も。

中には文化財の指定を受けている建物もあります。

『三重の建築散歩』 ＪＩＡ三重/編，月兎舎，2013

『三重県近代和風建築総合調査報告』 三重県教育委員会/編集・発行，2008

『四日市市指定文化財ガイドブック』 四日市市教育委員会/編集・発行，2009

●清酒だけじゃない！ ビールや焼酎も明治頃から作られていた！

『三重県史 通史編 近現代１』 三重県/編集・発行，2015

『四日市市史 第18巻 通史編 近代』 四日市市/編集・発行，2000

『発見！三重の歴史』 三重県史編さんグループ/著，新人物往来社，2006

酒造りとその歴史的な背景を知れば、お酒も一味違うものになる？
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ちゃんねるよっかいち（ＤＶＤ） №760（２０16年３月１日～放送分） 四日市市

四日市もっと知り隊検定公式テキスト 四日市もっと知りたい検定実行委員会/編集 四日市商工会議所

商工春秋 801号、817号 四日市商工会議所

文化展望四日市

広報よっかいち

よっかいちai

Ｒ３．１月上旬号

75号、98号、110号

１４号、２３号、２７号、３１号 四日市市文化振興財団

資料名 掲載号 発行・制作

地域資料室　プチ展示　「酒いろいろ」

タイトル 著者 出版社

四日市市の地場産業（パンフレット） 四日市市商工農水部工業振興課

四日市市立図書館 〒510-0821 四日市市久保田一丁目2番42号

℡059-352-5108 Fax059-352-9897

開館時間/（平日）9:30～19:00 （土日祝）9:30～17:00

休館日/月、第2,4火、年末年始、特別整理期間

※参考資料

『広報よっかいち』令和3年1月上旬号

株式会社タカハシ酒造

今も残る四日市の酒蔵

四日市のお酒に関する資料を集めました。
酒蔵の新たな挑戦などを知ることもできます。
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石川酒造株式会社

伊藤酒造株式会社

株式会社宮﨑本店

神楽酒造株式会社

◆四日市の酒いろいろ

丸彦酒造株式会社
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